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（４）ゾーニングイメージ 
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（５）施設整備に係る配慮事項 

施設の整備にあたっては以下の点に配慮します。 

 

ア 防災性・安全性 

災害時にも区民の安全安心を確保できるよう、災害対策機能に配慮した施

設とします。 

 

イ ユニバーサルデザイン 

年齢や性別、国籍、障害の有無などに関わらず、すべての人々が安心して利

用できるよう、ユニバーサルデザインの考え方を踏まえた施設とします。 

 

ウ 省エネルギー・環境 

持続可能な社会の実現に貢献するため、自然エネルギーの活用や省エネ設備

の導入、緑化等、環境に配慮した施設とします。 

 

エ 景観 

  施設の外観は、周辺環境や景観に溶け込むような施設デザインを検討します。 

 

オ 経済性 

事業の持続可能性を確保するため、長期的な視点に立ち、ランニングコスト

にも留意の上、経済性を考慮した施設整備を行います。 

 

  カ 汎用性・可変性 

    多様な用途に利用できるよう汎用性を持たせます。また、将来の利用者ニ

ーズの変化等に柔軟に対応できるよう留意します。 

 

キ シームレスな空間 

    壁や仕切りを減らす等、利用者が様々な活動に触れる機会を創出するため 

   のシームレスな空間づくりにより、区民の多様な交流を促進します。 

 

  ク デジタル技術の活用 

    デジタル技術を活用し、施設管理や運営を効果的・効率的に行います。 

 

ケ ＳＤＧｓの理念 

「誰一人として取り残さない」社会の実現を目指し、ＳＤＧｓ（持続可能な開

発目標）の理念を踏まえた施設整備を行います。 
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（６）公共施設の権利関係 

本事業では、優先交渉権者が整備する民間施設と公共施設との複合施設とし

て整備することとなるため、公共施設の所有形態としては、区分所有方式又は

賃貸借方式の２通りが想定されます。 

区は、下表の比較検討により、区分所有方式が適切と考えています。 

 

項 目 区分所有方式 賃貸借方式 

模式図 

  

施設所有 
(公共施設部分) 

区 民間 

概要 

・優先交渉権者が、公共施設を含む施

設全体を整備し、区は優先交渉権者

に公共施設の取得（整備）費用を支

払い、公共施設部分の所有権を取得

する。 

・区は、公共施設の内装に関し、別途

整備を行う。 

・優先交渉権者が、公共施設を含む施設

全体を整備し、区は優先交渉権者に

賃料を支払い、公共施設部分を賃借

する。 

・区は、公共施設の内装に関し、別途整

備を行う。 

メリット 

・民間事業者の経営に左右されずに、

安定的な公共サービスを提供でき

る。 

・公共施設については固定資産税等が

発生しないため、長期利用の場合は

賃貸借に比べて総支払額が割安に

なる。 

・優先交渉権者が一括で建物管理を行

うため、急な修繕等の対応が区分所

有に比べて早い。 

デメリット 

・区は公共施設の取得（整備）費用を

一括で支払うことから、初期費用の

資金（一般財源、起債等）を準備す

る必要がある。 

・建物共用部の修繕等について、管理

組合の決議が必要となり、賃貸借と

比較して調整に時間を要する。 

・公共施設も民間所有となるため、固定

資産税等分を含む公共施設賃料を支

払うこととなり、総支払額が割高に

なる可能性がある 。 

・特定の国の補助金は、公共団体による

資産の購入や直接建設を条件とする

ことが多く、これらの補助金の対象

外となる可能性がある。 
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（７）公共施設の整備・運営等に関する事業手法 

公共施設の所有形態によらず、公共施設の内装は別途区の発注により整備す

る必要があります。また、公共施設の管理運営に関しても発注方法を別途検討

する必要があります。 

公共施設の整備に関し想定される事業手法には、従来方式※１やＤＢ方式※２の

他に、長期包括的な事業手法として、内装設計・内装工事と一体的に運営業務

を発注するＤＢＯ方式※３や、内装設計と一体的に運営業務を発注し内装工事は

別途区の発注とするＤＯ方式※４も想定されます。 

また、公共施設の管理運営に関する事業手法としては、区直営の他に、指定

管理者制度の導入が想定されます。 

新しいカタチの公共施設の実現に向けて、民間事業者の創意工夫・ノウハウを

最大限に活かすという観点から総合的に比較検討を行い、最適な事業手法を検討

していきます。 

※１：民間事業者等に設計・施工、維持管理・運営を個別に発注し、資金調達は区で行う方式。 

※２：Design-Build の略。設計(Design)、建設(Build)を一括して民間事業者に委ねる方式。 

※３：Design-Build-Operate の略。設計(Design)、建設(Build)、運営(Operate)を一括して 

民間事業者に委ねる方式。 

※４：Design-Operate の略。設計(Design)、運営(Operate)を一括して民間事業者に委ねる方式。 

 

 

 


